
平成 30 年度中国・四国ブロック国際化対応営農研究会開催要領 

 

１ 目的 

  多国間による自由貿易交渉の進展、あるいは各地で頻発する自然災害や疫病による農産物 

の被害など、農業を取り巻く厳しい環境の中で、日本農業の維持と発展のため、優れた経営 

 力のある担い手が求められている。 

  このため、「農業・農村の担い手」を統一課題とし、海外の農業について豊富な経験を有す 

 る海外農業研修経験者を中心に、地域の農業者あるいは新たに農業を始めようとする者、渡航 

 前の海外農業研修生、ＪＡ、農業法人協会等農業関係団体及びその会員、流通業者等、幅広い 

 層に参加を呼びかけてブロック別研究会を開催する。 

 

２ 主催 

  公益社団法人国際農業者交流協会、広島県国際農友会、国際農友会 

 

３ 後援 

  広島県（予定） 

 

４ テーマ 

  農業・農村の担い手 ―活力ある農業経営を目指して― 

 

５ 参集者 

  中国・四国各県協会員（海外農業研修経験者）、農業指導者、地域農業者、農業大学校生、

新規就農希望者、関係団体及びその役員、その他 

 

６ 日時 

  平成 30 年 11 月 22 日（木）   

受   付：13：00～ 

研 究 会：13：30～17：00、情報交換会：17：30～19：30 

 

７ 場所 

  ホテルメルパルク広島（研究会 ５階 瀬戸、情報交換会 ５階 桃） 

  〒730-0011 広島市中区基町６－３６ TEL 082－222－9867 

 

８ プログラム 

（1） 研究会  13：30～17：00 

   ア 開会式 

     主催者あいさつ  公益社団法人国際農業者交流協会  

              広島県国際農友会        会長 栗田  賢 

     来賓祝辞     広島県農林水産局        局長 上中 孝昌 

    

イ 事例発表  14：00～16：20（休憩 15：15～15：25） 

（ア） アメリカ農業研修を通じた日本農業への提言 

・平成 30 年 10 月帰国研修生２名  

島根県 橋本 順也，広島県 小西 且眞 



（イ） ニュージーランド酪農研修を通じた日本畜産業への提言 

・畜産アンバサダー 女子農業高校生２名 

島根県１名，他県１名（予定） 

 

   （ウ）アメリカのファーマーズマーケットを日本へ 

・合同会社ひとむすび代表 山田 芳雄（広島県） 

 

   ウ パネルディスカッション及び総括（16：30～17：00） 

    ・事例発表者 

    ・コーティネーター  

広島県 平田観光農園代表取締役会長 平田 克明 

 

   エ 閉会 

 

（2） 情報交換会   17：30～19：30 

 

９ 参加申込 

（1） 参加申込 

別紙参加申込書を各団体でとりまとめ提出。 

 

（2） 提出期限 平成 30 年 11 月 2 日（火） 

 

（3） 提出先 

〒730-8511 広島市中区基町 10 番 52 号 

広島県農林水産局農業技術課 広島県国際農友会事務局 家敷 裕司   

TEL ： 082-513-3559 ，FAX ： 082-223-3566 

メールアドレス：nougijutsu@pref.hiroshima.lg.jp 

 

10 参加経費 

（1）研究会    無料 

情報交換会  ７，０００円／人 

 

（2）振込先 

   金融機関名：広島銀行 県庁支店 

預金種目 ：普通 

口座番号  ：０３０３６５８ 

口座名義 ：ﾋﾛｼﾏｹﾝｺｸｻｲﾉｳﾕｳｶｲ   ｶｲﾁｮｳ   ｸﾘﾀ ﾏｻﾙ 

                  広島県国際農友会  会長    栗田 賢 
 

（3）振込期限 平成 30 年 11 月 16 日（金） 

 

（4）宿泊 

宿泊の手配は行いませんので、各自でお申込みください。 

（会場ホテルでの宿泊は可能です。） 

  



 

会場案内図 

 

 

ホテルメルパルク広島 

〒730-0011 広島県広島市中区基町 6-36 TEL：082-222-9867 

 

 

＜アクセス＞ 

・JR 広島駅→（路面電車で約 15 分）→紙屋町西電停→（徒歩 1 分）→ホテルメルパルク広島 

・広島空港→（リムジンバス約 60 分）→広島バスセンター→（徒歩 1 分）→ホテルメルパルク広島 

・山陽自動車道 広島インターより約 30 分。｢祇園新道｣広島市内方面へ。 

駐車場完備（80 台） ご宿泊の場合 1 泊 1,300 円 

 

 

 


